
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【請求項２】
　

【請求項３】
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身体の末端間のインピーダンスと体重とを測定し、別に入力された身長及び性別、年齢
等の身体データーとから被測定者の体内脂肪量を算出する体内脂肪量計付体重計であって
、被測定者の体重を測定するための重量センサと、被測定者の両足間のインピーダンスを
測定するための足用電極と、被測定者の両手間のインピーダンスを測定するための手用電
極と、これら足用電極と手用電極とを切替える切替器を備えたインピーダンス測定装置と
を有し、前記足用電極と被測定者の足との接触が不十分であると判断されるときには前記
足用電極から前記手用電極に切替えて測定した両手間のインピーダンスを用いて前記体内
脂肪量を算出することを特徴とする体内脂肪量計付体重計。

前記インピーダンス測定装置は、前記重量センサが規定以上の負荷を検知した場合に足
用電極の電流供給電極と電圧検出電極との間の抵抗値を測定し、この測定した抵抗値が規
定値より大きいか、又は抵抗値が変化するときに、前記足用電極と足との接触が不十分で
あると判断することを特徴とする請求項１に記載の体内脂肪量計付体重計。

前記インピーダンス測定装置は、前記測定された体重及び両足間のインピーダンスと別
に入力された身長及び性別、年齢等の身体データーとから算出された体内脂肪量の値が、
前記身体データーから予測される体内脂肪量の値と大幅に異なった値のときに、前記足用
電極と足との接触が不十分であると判断することを特徴とする請求項１に記載の体内脂肪



【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
生体インピーダンスと体重を同時に測定して体内脂肪量の算出・推定する体内脂肪量計付
体重計の生体インピーダンスの測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
生体インピーダンスを使用して、人体の脂肪量を推定できること（ The Ameri-can Journa
l of Clinical Nutrition, 41(4) 810-817 1985 "Assessment of fat-free mass using b
ioelectrical impedance measurement of the human body"）を利用した体内脂肪量計が
提案され、（ＵＳＰ．４，００８，７２１、特公平５－４９０５０、特開平７－５１２４
２等々）これらの提案の実施品が商品化されている。
【０００３】
なかでも、特公平５－４９０５０に係わる商品は、体内脂肪量を推定する為の因子の内、
測定器の指定された位置に素足で載るだけで測定毎に変化のある生体末端間インピーダン
スと体重とを同時に計量し、計算式に取り込む事が出来、最も簡便に体内脂肪量が推定で
きる方法であり、脂肪量計付体重計として商品化されている。しかし、この脂肪量計付き
体重計は、素足で測定器に載ることが前提とされている物で、分厚い靴下等の抵抗が大き
い履き物を履いている場合には、正確な測定が不可能な構成となっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明が解決しようとする課題は、大きな抵抗の履き物を履いていても簡単に体内脂肪量
を推定することが出来る体内脂肪量計付き体重計とする事である。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
体重測定と同時に身体末端間インピーダンスを測定し、体内脂肪量を算出する両足間のイ
ンピーダンスを使用する装置の他に、両手間のインピーダンスを使用する装置（電極及び
計算式）を併設し、両足間のインピーダンスを使用する装置が不合理な値であると判断し
た場合には両手間のインピーダンスを使用する装置を適用する様にする。
【０００６】
【作用】
生体インピーダンスを使用する体内脂肪量推定計算式は、ＤＥＸＡ等で測定された脂肪量
との差が生じないように多くのデーターを基に係数の詳細を決定しているが、インピーダ
ンスの測定場所それぞれにＤＥＸＡ値と良い相関のある計算式を得ることが出来、大抵抗
の履き物を履いている等、体重測定と同時にインピーダンスを得ることが出来る両足間の
正確なインピーダンスが得られない場合にも、両手用の測定装置を使用することで、実質
的に同一の体内脂肪量を算出することが出来る。
【０００７】
【実施の形態】
１）両足間のインピーダンスを測定するための装置としての、測定器の載台に、測定器に
載ったときに高周波電流発生器からの微弱な定電流を身体に印加する電極を足先が接触す
る位置に、該高周波微弱電流の経路内である踵が接触する位置に一対の電位測定用電極と
、両手間のインピーダンスを測定するための装置としての、測定器の二つの側面に、両手
で測定器を持ち上げたときに、高周波電流発生器からの微弱な定電流を身体に印加する電
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量計付体重計。

前記体内脂肪量の算出のため、両足間のインピーダンスに対応した計算式と両手間のイ
ンピーダンスに対応した計算式との二つの計算式を備え、前記インピーダンス測定装置に
おいて測定されたインピーダンスに合わせてこれらの計算式を使い分けることを特徴とす
る請求項１乃至３に記載の体内脂肪量計付体重計。



極を指部が接触する位置に、該高周波微弱電流の経路内である手のひらが接触する位置に
一対の電位測定用電極の２系列の末端間インピーダンス測定装置を設ける。
【０００８】
２）測定器に規定以上の負荷が加えられたとき（測定器の上に人が乗ったとき）動作する
、両足間のインピーダンスを使用して体内脂肪量を推定する計算式と、測定器を両手で持
ち上げたとき（体重計に負荷が掛かっていないとき）に動作する両手間のインピーダンス
を使用する体内脂肪量計算式の二つの計算式を用意する。
【０００９】
３）足用電極にそれぞれ接触抵抗測定装置を設け、それぞれの接触抵抗が規定を満たした
ときの体重値と両足間のインピーダンスを取り込み、接触抵抗が一定時間内に規定を満た
さない時は、体重値のみを取り込み、両手間のインピーダンスを測定することを指示する
。足用電極と足の裏との接触状況を判断するために、取得された体重及び両足間インピー
ダンスと身体データーを基に足用計算式により得られた体内脂肪量と、前記身体データー
からＢＭＩ法等により大まかに予測される値と比較する事も有効な方法である。
【００１０】
【実施例】
以下、図面を基に本発明の実施例を述べる。図１は本発明実施例の斜視図であり、電子は
かり（体重計）の載台（１）の表面を樹脂等の絶縁物で覆い、足用インピーダンス測定電
極（４）を、体重を測定するために測定器に載ったとき両足の裏が接触する位置に設置し
、他方、体重測定に影響しない側面に握り手（２）を取り付け、この握り手に手用インピ
ーダンス測定電極（５）を設置する。
【００１１】
第２図は本発明の実施例の構成を表すブロック図、第３図はその測定の流れ図であり、第
４図及び第５図は、他の実施例のブロック図と流れ図である。装置に電圧が加えられると
、体内脂肪量を推定するために必要な因子の内、性別、年齢、身長等の測定時毎には変化
しない被測定者の身体的特徴の入力を指示し、これらの入力を確認した後メモリーに保存
し、重量センサの出力を読みとり、値が安定すると被測定者の体重を決定し、メモリーに
保存する。前記被測定者の身体的特徴の入力に関し、被測定者固有のコード番号と、身体
的特徴を登録して置き、測定に際してコード番号を入力し、記憶内容を読み込むこと等は
測定の簡易化に有効なことである。
【００１２】
インピーダンス測定装置は、重量センサが規定以上の荷重を検出すると、両足間のインピ
ーダンスを測るべく、足用電極に接続される。規定以上の荷重が負荷されていない時は、
両手間のインピーダンスを測定する手用電極に接続されている。
【００１３】
体重の測定／保存の後、測定者の足が確実にインピーダンス測定用電極に接触しているか
否かを判断する。本実施例では、それぞれの足の裏に接触している電流供給端子と電圧検
出端子間の抵抗を測定し、規定値より大きいか又は、抵抗値が変化する（徐々に大きくな
る）時は、足の裏と測定電極が確実に接触されてはいないと判断し、手用電極でインピー
ダンスを測定することを指示する。この時は、測定器（３）から降り、側面の握り手（２
）を両手でしっかりと握って、手を伸ばし、はかりを目の前まで持ち上げることで、両手
間のインピーダンスが測定できる構成となっている。
【００１４】
インピーダンス測定電極と足の裏との接触状態の判断法として、第４図及び第５図で例示
する如く、従来から知られている身長と体重とから計算される肥満度の判定式　体重値（
ｋｇ）／身長（ｍ）の自乗で得られる値（ＢＭＩ法）から大凡の、あり得る体内脂肪量の
範囲を予測し、この値と、測定により得られたインピーダンスを用いて算出した推定体内
脂肪量を比較し、不合理な値となる場合は、インピーダンス測定用電極と足の裏との接触
が不十分であると判断する事もできる。
【００１５】
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インピーダンス測定電極と両足の裏が確実に接触している時は両足間のインピーダンスを
測定し、接触抵抗が規定を満たさないときは、両手間のインピーダンスを測定して適用す
る。２経路で測定されるインピーダンス値は異なる物であるから、それぞれの測定位置に
対応した計算式を用意し、インピーダンス測定位置に対応した計算式を選んで、身体的特
徴と、体重と、末端間インピーダンスから体内脂肪量を算出／推定する。
【００１６】
【発明の効果】
厚手の靴下を着用している等、足と測定電極との接触が完全でない場合でも、測定器を両
手で目の高さまで持ち上げることで極めて簡単に正確な体脂肪量を推測することが出来る
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明実施例の斜視図
【図２】本発明実施例の構成のブロック図
【図３】本発明実施例の測定流れ図
【図４】本発明の他の実施例の構成のブロック図
【図５】本発明の他の実施例の測定流れ図
【符号の説明】
１　載台
２　握り手
３　測定器
４　足用インピーダンス測定電極
５　手用インピーダンス測定電極
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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